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巻頭言

発表の国際性

後 藤　英 一∗

神奈川大学理学部情報科学科

計算機科学の分野でノーベル賞に相当するのはチューリング賞とよく言われる．日本人ノー

ベル賞受賞者は物理 4 名，化学 4 名といるが，チューリング賞を受賞した日本人は未だいな

い．ノーベル賞の受賞理由になった論文は全て国際的に広く流布している雑誌に投稿されて

いる．

鈴木梅太郎は脚気 (かっけ)の問題を解決するために研究し，米糠中に脚気をなおす成分が

あることを発見した．この有効な成分がアベリ酸 (ビタミン B1) であることを解明し 1910

年に日本で発表した．しかしこの物質は 1912 年に Casimir Funk (ポーランド人)が別に発

見し，ビタミンと名付けた．ビタミンの研究でノーベル賞を受賞したのは鈴木でも Funk で

もないイギリスの Christiaan Eijkman である (1929 年)．鈴木梅太郎が英語で一流の国際誌

に投稿していたら事情は変わっていたかもしれない．

また佐々木建昭 [6]は「高橋秀俊，石橋義弘」の素数を法とする計算を英文で書けばよかっ

たと述べている．この論文はそれぞれ日本語版 [1]，英語版 [2]とも参考文献の示すところに

それぞれ掲載されている．しかし情報処理の英文誌は世界的に広く読まれていないという問

題があったのかも知れない．高橋，石橋の論文については「情報処理」の「20 世紀の名著名

論」に紹介されているので参考にして頂きたい [7]．

こうして見ると良い論文は英文にして一流の雑誌に出しなさいということになると日本語

の良い論文は無くなってしまう．この問題の解決策として英文論文の日本語訳，またはアブ

ストラクトを掲載し，英文の方はどこどこに投稿したということを明記してはどうだろうか．

このことが読者のためであり，投稿者自身の励みにもなるだろう．

何でも論文は英文にすれば良いかどうかというものではなくて筆者は金田とハッシュ法の

利用により数式処理が高速化できるというのを SYMSAC’76(Symposium on Symbolic and

Algebraic Computation, Aug. 1976, New York) に投稿した [3]．ところが同一の会議で同様

の主旨の論文が他に 2 編も出されていた [4][5]．しかし内容はとてもチューリング賞にはお

よばない．
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